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論

 中樋櫛経二作胴テナスー「モルフィン」ハ循環誰系統二勤シテ著明ナル影響テ有セストハ｛1〕

KO11ike・等ノ夙二報告セル所ニシテ英ノ治療的用量二於テ血管系統二針シテ作用少シトハ

・一 ﾊ二認メラル、財ナリ．

 今「モル7イン」ノ血塗作用二開スル諸家ノ業績テ見ルニ共ノ大循環系血塗二就テハ上昇或

ハ下降叉ハ無作用ナリトナシ未ダ定論ナシ．．例ヘバωGsche1d1e皿ハ上昇テ認メ且頚動脈中

二「モルアイン」テ注入セル場合二於デモ上昇ヲ見タル錯ヨリ，之テ血管運動利1経中樋ノ局蛮

二蹄セリ．工3工A・d6r・・八家兎及ビ犬二就手テ賢駿シ血壁ハ蟹化ナキヵ，叉ハ軽度ノ上昇デ球

ストナシ家兎ニアリテハ之テー方申樋ノ昂奮ト他方陰性肋膜腔内歴減少ノ爲メ生ズル末楕ノ

昂奮トニ依ルトナセリ．・4〕端山氏ハ靭駈5瑳乃至ユO聴ノ「モル7イン」ヲ家兎ノ静脈内二注

入スル時ハ頚動脈血塗ハ明カナル上昇テ星シ，翰班20聴以上ノ時ハ部ツチ下降的傾向テ示ス

トナセリ．両シテー方氏ハ同時二血中「アドレナリン」量ノ増大テ認メ「モル7イン」ガ副腎分

泌機能テ司ル交感神経ノ申梱テ刺戟シテ「アドレナリン」分泌ノ激増＝テ促ストナシ之ト血麗關

係トチ結合セントスルモノ・如シ．反之王5，CL Bemardハ「モルフィン」二体ル皮膚血管ノ

撰張テ認メ，㈹W趾。w・ki八家兎，犬等二於テ血駆下降ラ見テ之ラ血管殊二皮膚血管ノ擦

張二蹄セリ．mEint！io・enハ犬二於テ少量二社リテハ無作州テルモ大量二於テハ下降ストナ

シ，㈹V・・Egm㎝d八家兎二対シテハ無作用テルモ犬二対シテハ下降テ生スト．㈹Watkyn

－Th・ma・ハ主トシテ家兎テ用ヒテ軽度ノ血管擦張ノ結果來1ノル血塗下降テ認メタリ．叉㈹

Shmidt a・d Livi㎎・t㎝等ハ猫及ビ犬二於テ注射後直テニ並1堕ハ下降シ次イデ徐々二上昇テ

球ステ認メ以テ「モル7イン」ノ末補血管撰張肋経テ直接刺戟スルモノトナセリ．（11，Ho・s．1in

ハ治療的月掻IO聴乃至20躯ヲ皮下二注入スル時，糟動数ノ減少ト同時二血塗下降ラ認メ之ヲ

「モルアイン」ノ心臓二対スル直接作用ナリトナセリ．又U2〕Luis・daモ家兎二於テ多少ノ下
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降テ認メ之テ血管撰張作用二求メスシテ心臓二部スル作用二蹄セントセリ。〔］畠〕件野氏八家

兎二於テ5屈乃至10播ニテハ鐘化ナキカ，又ハ聴渡ノ下降テ來スラ認メタリ．U4〕Mayor ot

Wiki等ハ血塗ガ呼吸二於ケル蟹化ト並行シ最初血壁ハ下降スルモ呼吸促迫スルニ從ツチ血

塗ノ上昇テ來ストナシ．（15〕Capps二体レハ「モルフィン」ニヨリ動脈血塗及ピ静脈血歴共二

下降スト．然ルニU6〕鮒［眠ハ頚動脈血塗ハ下降スルニモ拘ラズ頸静脈血塗ハ常二上昇スル

チ貝．テ，期ル結果ハnη安部氏ノ所謂氣管支筋収縮ノ爲メ肺循環二於クル動脈系ヨリ静脈系

ヘノ血行障擬ヲ來スコト依リ招致スルトナシ，㈹CaPPsノ静脈血堅モ下降スト云ヘルハ麻

酔剤ノ撰鐸テ誤リタル総果氣管支筋ノ反騰テ微弱ナラシメタルニ段ルトナセリ．又（1ε〕小川

氏ハ封配50聴ノr千ルアイン」二体リ頚動脈血塗及ピ頸静脈血壁共二上昇スル事費テ観察シ

テ，頸動脈血壁上昇ノ原因二就キテハM・y… t Wik1等ノ詮二賛同シテ之テ直接血行器二

求メスシテ呼吸腱迫二蹄シクリ．印判乎吸促迫ノ篤メ血液「ガス」ノ交換不充分トナリ血中表

酸「ガス」ノ増加テ來ス結果血管中細ノ昂奮テ招来シテ貝テ軽度ノ血壁上昇テ惹起ス｝云ヘ

リ．叉頸静派血塗ノ上昇セルバ〔i了〕阿部，㈹横田氏等ノ云ヘル如ク気管支筋牧縮ノ爲メ肺

血行ノ抵抗暦大テ來セル結果静脈系ノ駿血ヲ生ズルニ囚ルトナセリ．

 以上言巳述セシ諸家ノ業鐘テ通麗スルニ動脈血塗ノ下降テ認ムルモノ多ク，葉ノ上昇テ來ス

トナセルU4〕端山氏モ磐腱20睡以上二於テ，又U冨〕小川氏モ回シク家兎二就キナ封配I00瑳以

上二於テハ共二下降スルチ認メタリ．而シテ蔽派血壁二社リテハ（i5〕CapPsノ外総テ上昇ス

トナスー

 新タノ如ク大循環系二勤スノレ「モル7イン」ノ血塗作用二開スル幾多ノ業績アルモ小循環系

帥チ肺血行二開スル薬綾二就キテハ産ダ少シ．生髄實験二於テハ（7〕Einthov㎝ハ犬二就キナ

大量ノ際呼吸堅ノ上昇ト血歴ノ下降トチ認メ，㈹Dix㎝and Brodie等ハ肺臓「オンコメー

ター」法二体リ迷走榊経テ切断セル独二就キナ「モルフィン」ノ少量ハ気管支筋テ弛緩スルモ

大量ハー過性ノ弛緩テ生ジテ後之チ収縮ストナシ，（20〕W・berモ回シク「オンコメーター」

法二依リ犬及ビ猫二就キナ肺臓容積増犬シ同時二只1例二於テ大動脈血塗ノ下降ゼルテ見

テrモル7イン」ハ肺臓血管ヲ積極的二擦張ストナセリ、英ノ後ω）J・・ks・nハ延髄下切断犬

二就キナ気杵支筋ノ収縮作用テ総メ，頸動脈面瞳ハ下降ストー又ω亙pPi㎎er，PapP㎜d

Schwarz等ハ臨床的二呼吸セル「ガス」量テ測定シテ「モルフィン」ハ肺循環二於ケル血行速

度テ遷延セシムルモノナリト推定シクリ．叉（23）Fedotowハ高度二稀緯セル「モルフィン」ハ

蛙ノ肺血管テ携張スルモノナリトナセリ．｛24〕Bach・㎜d Pick等ハ「モルモット」ノ超生髄肺

臓灌流法二依リ1胎ノ「モル7イン」ハ肋鱒二何等ノ影響テ及ボサズト云ヒ，（23〕金子氏モ「モ

ルフィン」八家兎ノ右心室内雄二対シテ認ムペキ影響テ；輿ヘズト云ヘリ．條片實駿二於テハ

（26〕Tr㎝do丑㎝burgハ牛ノ気管支筋二就キナ少量ハ無作刀jナノレモ大量ハ弛緩セシムトナシ，

12n Macht八家兎ノ気術史筋ノ弛緩作州，肺．血管ノ無作用テ認メタリ．然ルニU7〕安部氏ハ

猟及ビ家兎ノ氣管支筋及ビ肺血管ハ共二「モル7イン」二体リ牧縮スルコトテ認メ只極メテ大

量（聾蝿0．5瓦乃至1．0瓦）二於テ弛緩作用テ星スルノ～ナリトナセリー割チ易蜘舳幟灌流實験
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二於テ肺動脈ヨリ「モルアイン」テ注入シ全量墾雌5聴ニテハ何等流出液ノ蟹化テ認メサルモ

封班10瑞乃至20睡二至リテハ第1回ノ注入二於テ必護的二著明ナル流出液ノ減少テ來スコト

ヲ認メ，更二氣管支及ビ肺動脈止符ノ條片輪二就キナ實験シ共二共ノ収縮作用ヲ認メタルテ

以テ肺臓止符モ叉「モルフィン」二体リ牧縮セサルベヵラスト主張シ，且之テ「モル7イン」ノ

滑手筋二対スル血才麦作用ナリトナセリ．然ルニU2〕Luisadaノ・猫二就キナ閉工C1oet舳，｛29〕t30，

舳Andercs uud C1oetra等ノ肺臓rオンコメーター」法二｛20〕Weberノ同法テ併用シ更二血

壁曲線描察法二体リ頸識脈二注射シタル犬最（封班20藩）ノ「モルアイン」ハ肺臓容積テ増大

シ，肺動脈血塗ノ上昇テ來スモ，肺静脈血塗，左心耳内壁及ビ頸動脈血璽ノ下降デ認メ，此

慶二肺臓小静版血管ニハ「モル7イン」二対シテ敏感ナル血管牧縮装置ナルモノ存在ストナシ

之二依リテ氏ノ實験的事費テ説明セントセリ．印チ大量ノ「モル7イン」ハ肺臓小静脈血管テ

直接牧縮シ英ノ結果肺動脈血歴ノ上昇，肺臓容積ノ増大テ來スト共二他方肺臓ヨリ左心室ヘ

ノ流血量ノ減少テ來シ，從ツチ肺静脈血塗及ビ左心耳内壁テ下降セシメ，更二大循環系血魔

ノ下降テ招致スルモノトナシ，大循環系血管ノ接張二体ルニ井スト説ケリ，t32〕宮城氏八家

兎易咄肺臓二就キナ氏ノ㈹考案セル方法二体リ韮肥2劣蒸溜水rモル7イン」5瑳乃至20轟

ラ正灌流卵チ肺動脈ヨリ作刷セシム川時ハ流出液ノ減少ト同時二肺臓容積ノ増大トヲ認メ倫

モ肺織派血管ノ収縮テ立識シタルガ独クナリシモ，逆灌流蜘チ肺静脈ヨリ同母ノ「モルアイ

ン」テ作用セシムル二流出液ノ減少ト共二肺臓容積ハ此ノ場合二社リテハ減少スベキニモ拘

ラズ回シク増人ゼルテ見タルデ皿テ之ハ溶媒ノ多量二基ヅク賛験的誤謬ナリトナシ，漉流派

ト同棲ノ「ロック」液テ溶媒トシテ濃度チ前回ト同一ニシ灌流駆及ビ注射液量ノ増加テ除却ス

ルェ夫二体リ作州セシメタルニ，正灌流並＝二逆灌流共二特二作用的二流出液及ビ肺臓容積ノ

愛動ヲ認メ尤因ツチ氏八家兎二於テハ肺臓血管二対スル「モルフィン」ノ直接作用テ認ムル

事能ハズドナセリ．

只と記述セシ諸家ノ肺血行二關スル読テ通覧スルニ，ωWebef，㈹Fedotow等ハ肺血管’

ノ接張デ認メ’㈹T・㎝d・1㎝b・・9ハ気管支筋ノ弛緩チ主張スル二反シ，㈹Dix㎝and Brodie

〔21）J・・k・㎝，エ！7〕Macht等ハ氣管支筋ノ収縮テ認メ，又Eintho・㎝ハ呼吸墜ノ上昇テ，吻

EpPi㎎e・，P・pP u・d S・hwar・等ハ肺循環二於ケル血行障擬テ思惟シ，エm安部氏モ氣管支筋

及ビ肪血管ノ収縮テ主張セリ．耐シテ㈱Baehr㎜d Pick，金子氏等ノ無作用詮アルモ大騒

二於テ「モルフィン」二体リテ肺血行二影響ノ惹起セラル・ハ軍資ナルガ如シ．更二U2〕Lui一

・・d・ハ「モル7イン」二体ル酬働脈血峨ノ上昇及ビ肺静脈血壁ノ下降テ招致スル所ノ肺循環

一封スル影響テ認メ，之ガ解就テ水メントシテ肺麟小静脈系二於ケル血管牧縮装置存在説テ

並テタリ．燃ルニ最近㈹宮城氏ハ再ビ附血行二対スル「モル7イン」ノ影響テ否定ゼルテ見

ノレ．

 要之，肋血行二開スル業綾二至リナハ木ダ何等ノ走、親テ児ザルモノト公7ベク，共ノ囚ツ

チ來レル所ヲ窺7二足等諸家ノ實験共ノ方法昏々厘々ニシテー致セズ，而モ共ノ完全ナラザ

ルニ躊スルモノ・如ク，依ツチ余ハ（34〕㈹當教室二於テ改良工夫セラレタル肺血行二開スル
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實験操作ヲ腔用シテ「モル7イン」ノ肺血行殊二肺動脈血駆二及ボス影響テ発メン｝欲シ，同

時二大循環系二対スル影響デモ観察シ，是等闘係ノ解読テ企圃シテ本實験テ企テタル所以ナ

リ．

第二章 賓験材料及ビ費験方法

 實騒動物及ビ實験方法二嗣シテハ艦デ當教室㈹135〕八田氏ノ騰閑セル方法二擦レリ．印チ家兎チ用ヒテ

肺動脈血睡，頸動脈血麗及ビ呼吸チ「キモギヲフイオy」上二描罵シッ・「モルフィン」チ卑静脈…1リ注入シ

テ英ノ影響チ観察セリ．

 掬實騒動物ノ臓酵二關シテハ上述諸家ノ大多数が之テ施行セルモ是等肺酵齊レ呼吸並二血行機能二勘シ

ー定ノ影響チ及ボスモノナル事ハ既二先進諸家ノ指示セル所ニシテ，麻酔二役リ試験セント欲スル藥物ノ

作用二於テ障擬セフレサルヤ保シ難キヂ貝テ余ハー切脇酵チ施サスシテ本實験ヂ遂行シ耐モ英ノ岡何等ノ

支障テ來サリキ・實験薬物騒酸「モルフィ・ソ」ハ之テ少量（鐵駈5曜），中等量（罫駈10睦），大量（野逓20

睡）ノ三段二分チテ絵シクリ・是等ハ滅菌蒸溜水チ溶媒トシテ勤配所要量チO・5蛭中二含有セシメタリ．

注射速凌ハ可及的一定ナラシメ溶液O．1蝿：付キ大磯5秒ノ割合テ以テ注入シ，従ヅテ勤旺所要注射溶液

α5蛭ニハ大約25秒テ嬰セリ．而シテ期カル注射液量及ピ注射速度ハ血麗二何等ノ影響チモ典ヘザルコト

チ勤構試験二於テ豫メ確メタリ．淀助部位ハ主トシテ左埠ノ外側静脈枝テ撰べ田．該部ハ豫メ脱毛シ英ノ

際終痛ノ爆メー時的血慶鐘化ヂ誘愛タ〃コトアルヂ以テ薬ノ安定スルニ至リテ初メテ注射ヂ施行セリ．耐

モ静脈内穿刺二際シテハ姐歴二見ル＾1キ鐘化テ翻メゼリキ．

第ミ車 賓 験 成 績

 鉱二實験八家兎18匹二就キナ行ヒダルモ共ノ實竣成翻際々同一ナルテ以テ英ノ各々二於ケ

ル記載ハ意義ナキガ敬二葉ノ内一部ノ實，験成績テ略記スルコトニ止メント飲ス．

             第一項 少量（甜班5醸）注射ノ場合

 第1例一家兎香號第2號，麗重2520兄♂（自）．

 肺動脈血睡ハ滝射前17・5粍水銀柱（以下水銀柱ノ三字テ略ス）万1至18・O糖ニシテ注射直前ハ1aO糖ナリ

注射開始（以下開始ノニ字チ略ス）後二E英ノ薩二1シテ鐘化ナク，2分10秒ノ後多少上昇的傾向テ示シテ18・5

滝トナリ以後不饗二保持セラル、

 頸動脈血麗ハ控射前軌0粍乃至52・5粍ノ間ニア可澁射後30秒ニシテ55・0粍トナリ更二1分30抄後ニハ

67・O粍トナリ著明ナル上昇テ示シ，2分10秒後ニハ78・O粍二上昇シ以後740粍乃至8Z5粍ノ間チ動揺ス．

 博動数＾注射前毎10砂時33乃重38毎1分時212乃蛮217ニシテ注射後モ著鐘ナク毎1分時210乃至216テ示

セリ．【第■表．第一回参照】

 第2例．家兎番號第3號，髄重2560兄♂（自〕．

 肺動脈血麗ハ注射前1＆O粍ニシテ注射後モ亦安定ニシテ蕃鐘ナグ，2分20紗俊二重リテ18・5粍トナリ，4

分20砂後19刀粍チ示シ軽度ノ上昇的傾向ヂ呈シ以後不蟹二保持セラル。

 頸動脈血歴ハ注射前5aO粍乃至64・5粍テルモ注射後20秒ニシテ67刀粍二上昇シ，2分後ニハ6＆O粍，4分

20紗陵ニハ75・O糖トナリ以後更二」二男シテ，7分後目リハ78．0粍乃至83．O粍ノ間ニアリ．

 摺動数ハ注射前毎10砂時24乃至28ニシテ毎1分階153乃蛮159ナリシ毛桂射後健二減少シ，初メノ1分時
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第       表

時間1

みダ

  O

 10

 20

 30

 40

 50

1．00

 10

 20

 30

 40

 50

2．O0

 10

 20

 30

 40

 50

3．OO

 10

 20

 30

 40

 50

4．OO

 10

 20

 30

 40

 501

5．O0

 10
20！

 30

操作

←穿刺

桂射

止鼠純水銀柱）

月中垂カ月派

 ユ7．5

  〃

 〃

 〃

 ユ8．O

 〃

 〃

17，5

18．O

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 18．5

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

瑚動脈

 47，0

 49，5

 48，5

49，0

 48，0

 48，0

 49，0

 49，5

48，0

50，5

 52，5

 50，5

 51，0

 52，5

51，0

55，0

53，5

54，0

57，5

 57，5

59，5

67，0

69，0

 72，0

 77，0

78，0

79，0

78，5

 77，0

 77，5

 77，0

 78，5

78，0

 80．O

  摺 動 歎

毎一秒竺、坪プ干1

33

36

36

36

35

36

38

35

36

36

36

36

36

36

36

35

37

36

35

36

35

34

35

35

36

36

35

35

35

36

35

36

35

33

212

217

216

210

213

」、、、

1時問

分秒

 40

 50

6．O0

 10
201

 30

 40

 50

7．00

  10

 20

 30

 40

 50

8．O0

 10

 20

 30

 40

 50

9．00

  10

 20

 30

 40

 50

10．00

 10

 20

 30

 40

 50

11．00

操作
血歴岬讐1。ド揮 動 敷

肺動脈1 頸動脈j毎一砂時6毎一一分時

ユ8．5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

81，0

77，0

79，0

78，0

80，0

71，5

76，0

77，5

79，5

76，0

75，5

78，5

77，0

74，5

81，0

78，0

75，5

80，0

78，0

75，0

82，0

82，5

80，0

76，5

76，0

75，0

74．0

36

36

36

35

35

36

37

36

35

37

35

37

36

35

36

36

35

35

35

36

35

35

37

35

35

36

／

｛

「’5

215

212

213

二於テ149トナリシが直チ＝恢復シ後ニハ却ツチ増加テ示セリ、【第二表】

 第3例．家兎番號第10號・鰐重2720：瓦・♂（自）

 肺動脈血歴ハ注射前人駿21・僻毛ナリシガ注射後モ亦不塑ニシテ，4分30砂俊二至リテ漸ク21・5粍トナリ

多少上昇的傾向チ示セ切・

 頸動脈血懸ハ注射前56・5粍乃至64．5糀テルモ澁射後一過性ノ下降チ示セリ、師チ澁射後50秒ニシテ53・O

粍三下降セル毛後徐々二快復シ1分間ニシテ原位二復ス・而シテ2分後二於テハ60・5粍，4分後二社リテ

ハ69・O粍，5分後ハ72－0粍二達シ明カナル上昇ヂ示シ以後68・5粍乃至77・0粍ノ間ヂ動揺セリ．

揮動数＾注射ノ前後二於テ鐘化ナク鎮1分時168前陵テザ【第ミ：表】

                              【163】



ユ64 横    非

第   二   表

略剛

分秒j

  O

 10

 20

 30

 40

 50

1．OO

 ユ0

 20

 30

 40

 50

2．OO

 10

 20

 30

 40

 50

3．00

 10

 20

 30

 40

 50

4．00

 10

 20

 30

 40

 50

5．00

 10

 20

 30

操作

←穿刺

注射

止睡（料水銀柱）

肺動脈，頚動脈

18．O

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

18．5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

57，0

56，0

58，5

56，5

56，0

56，5

57，0

60．0

590
60，0

62，0

64，5

63，5

62，0

65，0

67，0

65，0

66，5

66，5

64，5

63，0

64，5

66，0

66，5

68，0

68，0

68，0

68，5

70，0

68，5

69，5

70，5

71，0

72．0

捕．動数

毎一’砂時一気一分鴫」

27

26

26

24

25

25

26

26

26

27

28

26

25

24

24

24

26

26

26

24

28

28

26

26

29

28

29

29

30

30

29

31

30

30

153

159

149

158

175

／、、。

1階間

j、ぞ．苧

  40

  50

 6．00

  10

  20

  30

  40

  50

 7．00

  10

  20

  30

  40

≡ 50

 8．00

  10

  20

  30

  40

  50

 9．00

  10

  20

  30

  40

  50

10．00

  10

  20

  30

  40

  50

11．00

操作
血歴（純水銀柱）

肺動脈

ユ8，5

〃

〃

〃

19．o

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

頸動脈

72，0

72，5

73．0

7315

75，0

75．5

7610

75，0

76，0

77，0

77，0

77，0

78，5

79，0

76，5

78，5

79，5

79，0

80，0

79，0

79，5

78，0

79，0

81，5

82，5

83，0

82，5

82，5

80，5

82，0

82，5

83，0

82．O

捕 動 歎

」毎一秒時」毎一分時

30

30

31

30

30

30

31

31

31

31

30

31

31

31

31

30

31

32

30

31

32

31

31

32

32

31

32

32

33

22

34

32

」

183

ユ85

185

189

195

 以上．少量ノ注射二際シテハ頚動脈血塗ハ・注射後2分乃至4分ニシテ明カナル持綾的上昇テ

示スト離モ肺動脈血理…ハ頚動脈」血堕ノ．卜昇二件ヒ傑二上昇的価向テ示スニ過キズ．1例（第3

例）二於テハ頸動脈血蛾ノ注射後一過性下降テ示セルモ肺動脈血座ハ不蟹二』ヒマリ而モ前者

ガ或ル程度迄上昇スルニ重リテ始メテ1胸疲ノ．ヒ昇テ見ルニ過キズ．捕動数ハ大髄不愛ニシテ

只1例（第2例）二於テ注射後一時減少シテ後多少ノ増加ヲ示セリ．

                   第二項 中等長（封醐0班）注射ノ場合

第4例。家兎番號第5號，罐重2450瓦，♂1自）．

                              【164】



「モルフィン」ノ肺動脈血屡二及ボス影響 165

第   三   表

賭閥  血睡（料水銀柱）榑動籔1蒔閥  血睡（料水銀柱）揮動数
」■一 ?? ■止…■……皿’一 一一一一．一一一一  操作 川…10一一0－0■」一1・……一
分秒    竺聖し習那．竺二秒時■竺二叩苧1分秒    肺動脈i頚動脈毎一秒階i毎一分階

11 2ガllll ll l1 2二〇：ll：llj
 20          〃     61．0    28           6．00          〃     69．0    28

 30   〃  61，5 27・ 166  10   〃  6＆5 28
 40         〃     62．0    28            20         〃     69．5    28

                                          169
 50          〃     62．0    28            30         21，5    69．5    29

1・00      205，  60．0   28         40       〃    70．5   29

 10          2王．0    61．0     28              50           〃      69．0     27

 20   〃 62．0 28   7，00   〃 72・0 2筆
・・ 。・・… ’68・・ ・・・… 1

 40          〃     63．0     28             20          〃     69，0     27

ギllllllll l∵1；llll／峨
：1澁射1：llll11・・18：： l llll：1

 40   〃  6α5 28    20   〃  74・0 29
 50  ． 53．0 28   30  ． 71．5 27 168
3・00   〃  53．0 27    40   〃  7＆0 28
 10   〃  53月 28    50   〃  74．0 29
 20   〃  55刀 27    g．OO   〃 75・0 28                   165
 30   〃 57．5 27    10   〃 7仏0 28
 40   〃 59．0 28    20   〃 7乱0 28
・0  。 ・α5 28   ・・  、、 760 ．8 168
4m   〃 60．5 28    40   〃 75．0 28
 10   〃 61．5 27    50   〃 75．0 28
 20   〃 64．0 28   1α00   〃 7a0 29                   168
 30          〃     63．5    28             10          〃     73・0    29

 40          〃     65．0    29            20          〃     75．5    29

                                          172
 50         〃     65．5    28            30         〃     77，0    28

汀111；1雌静1111ニニ

 肺動脈血麗ハ注射前17・O滝ニシテ澁射後1分20抄ニシテ18刀粍チ示セリ．1分50砂俊二社リテハ18・5粍。

3分10紗後ハ19・0粍二上昇シ以後典ノ麓安定二保持セラル．

 頸動脈血騒ハ注射前62・5粍乃至660粍ナリシモ渋射後30秒ニシテー連性ノ下降チ赤シ，40紗後ハ52・5粍

迄下降セルモ爾後急速二恢復シ，1分10秒後ハ6切・O粍，1分20秒後ハ78－O粍，1分50砂後ハg0・5粍二上昇

シ，以後更二上昇シテ100粍チ超＾全般トシテ波動的動揺著シク出現シ大騒92刀粍乃至103£粍ノ間チ上

下セリ．

 摺動隊ハ注射前毎10砂時28乃至30，毎1分時175乃至179テ赤セリ．而シテ注射後最初ノ1分時ハ鐘化

ヂ星セサリシニE2分時二茎リテ少シク減少シ毎10秒鵬26乃至29，1分時168テ示セリ．以後吏二軽度ノ減

                     【165】
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少テ呈セルチ見ル．【第四表．第二歴鯵照】

                  第   四   表

時間    血躍（料水銀柱）  捕 動 籔  時間

’… ?? 一 Lu1  i    操作分秒 臓脈竺箏毎一秒壁一坪、分秒
       工7，0    62．5    30            40

       〃      64．5     29             50

        〃  62・5 29    6伽
                   175
       〃 63，5 29   ’10
       ” 64場 30  1・・
       〃 63・5 28    30
        〃 64．0 30    40
       ・ 555 30  i50
        〃 63刀 29   ．7．OO
   一穿刺・ ・帖 ・・179－1。
       ・ 6∬ 30   120
        〃 63－5 30    30

   ／ ・ 65・0 30  ．40
        ・ 63．0 29   50
       〃 63刀 30   8m
    醐… O珊 178一。。
       ・ 52．5 30   20
       ・ 5Z5 29   30
       ・ 54．5 29   140
       ・τ・・仏・29  1・。
       1＆0 7＆0 28  ．900
               28  168
       〃      78．0                   10

               26       〃     86．0                   20

       1乱5 9α5 28   130
       〃  97．0 27    40
       〃      99．0     26              50

       〃     102．5     27            10．00
                   162 1
       〃     102，0     28

       〃    102，0    27

       〃    102，0    27

       テlll ll／蝸

血麗（料水銀柱） 摘動数

肺動脈山脈毎一秒時j毎一卿

1二01111：l／
〃     10ユ．0    28

〃     ユ03，0    28

〃     97，0    27

〃 103．5 27 164
〃     工01．0    2ア

〃     100・0     27

・ 980127
〃  104・5  28

〃 103・0 27
〃 97－5 27 ユ63
〃  98・5  27

〃 93・0 27
   106，0   26〃

   105，0   27〃

    91，0   26
〃

    93．5    28    161
〃

    98・5  27
〃

    98・0  27
〃

    94，0  27
〃

    95，5   28〃

    97，0  27〃

   101j 27 162
〃

〃  95』  26

〃  92，0  27

〃   96．O

 算5例．家兎番號第7號，躍重2820瓦，♂（自〕、

 肺動脈血屡ハ注射前17・5粍乃至18・O粍ニシテ注射直前ハエ＆0粍ナリシモ注射後1分50鯵ニシテ皿O粍二

上昇シ，2分20秒後ハ2αO粍二達シ，以後著塑ナク19・0粍乃至2αO粍・二保持セラル，

 頚動脈血屡ハ注射前42・5粍乃至4＆O粍ナリシモ津射後漸次上昇テ赤シ，1分30秒後ハ53・5粍，2分20秒

後ハ56・O糖トナリ，3分30秒後ハ68・0粍二上昇シ，．以後波動的動携チ星シ62・O粍乃至8α0粍ノ間ヂ上下セ

リ．

 榑動数ハ注射前毎10秒時34乃至36ニシテ毎1分時212乃至214ナ田シカ注射後多少減杢チ星シ最初ノ1分

                     い66】



r毛ルブイソ」ノ肺動脈血匿二及ポス影響

間ハ毎10抄蒔33フ5…重35， 1分田辛206 一・ナリ，

 【第五表】

                  第

以後漸次減歩シテ注射換1第19分時ニハ186テ：示セゾ

五   表

i67

時間 血屡（粍水銀柱） 樽動数 時間 血慶（料水銀柱） 揮動歎
操作 肺動脈1頚動脈       ，

?黶f砂時一気一分暗
操作

分秒 分秒 肺動剛頭動脈       ，

?齦b時毎一分蒔

O 18．O 46．5 35 40 20，0 75．O 31

10 17．5 45．0 36 50 ユ9．5 66．O 33

，

20 〃 45．5 36
214

6．00 20．O 61．5 34

30 〃 45．5 36 10 〃 62．0 32

40 18．O 44．0 35 20 19．5 64．5 32

50 17．5 36 30 32
192

46．O 〃 64．O

1．00 〃 46．O 36 40 〃 69，5 32

10 18．O 42．5 36 50 20．O 70，O 30

20 〃 45．5 34 7．00 〃 68．5 31

30
212

〃 4610 36 1O 工9．O 62．O 32
、

40 ←穿刺 〃 48．O 35 20 19．5 63．5 33

50 17．5 30 20．O 32
190

46，O 35 65．O

2．OO 18，O 46．5 35 40 〃 65．5 31

1O 〃 47，5 35 50 〃 73．5 31

20 〃 50，O 35 8．00 〃 80．0 30

30
206

注射
〃 49．o 34 10 19．O 71．O 32

40 〃 50．O 34 20 〃 63．O 32

50 33 30 19．5 67．5 33
189

〃 51．O

3．00 〃 51．O 34 40 〃 6410 32

10 〃 51．O 32 50 〃 71，O 30

20 〃 52，5 34 9．00
200

〃 73．5 30

30 ユ8．5 53．5 33 10 〃 67．5 30

40 〃 54．0 34 20 19．0 66．5 32
50 19．O 33 30

187
51．5 〃 64．5 32

4．00 〃 53．0 33 40 〃 66．5 32
10 19．5 55．O 32 50 〃 67．5 31

20 20．O 56．O 33
195

10．00 〃 67．5 31

30 〃 58．O 32 10 〃 71．O 30

40 〃 62．O 33 20 〃 68．5 30

50 62．O 32 30 62．5
186

〃 〃 32

5．OO 〃 61．O 32 40 〃 61．5 31

10 〃 6司．O 31 50 〃 62．5 32

20 〃 65．O 31 11．00 〃 64．O

30 68．O 32
190

〃

 第6例．家兎番號第12號，磯重2780兄♂（自）．

 肺動脈血駆ハ澁射餉18・O椛乃至19』〕粍ニシテ桂射直前ハ18・5粍ナリシが注射後直チ・二多少上昇酌傾向チ

示シ，1分後ハ2α0粍，1分20砂後月2LO粍，2分10砂後ハ22・O粍二上昇ス．而シテ6分50紗後ハ更二23刀

粍二達シ注射直前二比シ4・5粍ノ上昇ラー示セリ．

 頚動脈血屡ハ注射前46．5粍乃1重50．5粍ナリシ毛注射後漸次上昇シ，1分後6＆O粍，1分30秒後ハ73，5粍

昌上昇シ，5分30砂後ハ81・O粍二達シ，以後73・5粍乃至84棚粍ノ間ヂ動換セリ．
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 揮動数ハ注射前毎10穆時31乃至32，毎1分時1．89乃至190ナリシモ注射後極メテ軽度ノ減少テ示シ，注射

第6分時二於テハI84，第7分暗二社リテハ182ヂ示セリ．【第六表】

                       第   六   表

時間    血睡（料水銀柱）  捕 動 蚊  時間    血歴（粧水銀柱〕  揮 動 数

分秒操作 x動脈1頸坤脈毎一鱗；毎一竺亙操f㌦反馳毎一柳1：毎一路

 018，550．0
 10        19，0    50．5

 20         18，5    48．5

 30         18，0    47，5

 40          〃     46．5

 50         18，5    47．0

1．00 ヨ        〃      48，5

 10          〃     49，0

 20          〃     48，5

30     〃   48，0

40   〃 49，5
50←穿刺 〃 50．0

2・00   ψ 48，5

10   〃 51．0
20   19，0 51，0

30   〃  55．O    注射
401   〃  57，0
・・！ 。眺

3・00■  20，0 63．O

10   20，5 66．5
20   21，0 71，0

30   〃 73．5
40   21，5 73．5
50   22，0 73．0

4・00   〃 73，0
10   〃 75，5
20   〃 74，0
30   〃  75，5
40   〃  77，0
50   〃 68．0

5；l 1萎1

31        40

32        50

32       6．O0
     190
31        ユ0

32        20

32        30

32       40

32        50

31      7．00
     189
31       10

32        20

31        30

31        40

32       50

32      8．00
     187
30        10

31        20

31        30

32        40

29        50

31       9．OO     183

30       10

31       20

30       30

30       40

31       50

31      10100
     184

30

31

31

1リ、、、

22，0    72，5    31

〃      75，0     30

〃      66，5     31

”     73，0    31

”     77．0    31
                187
”     77，0    32

”     75，0    30

”      72，5     32

”      73，5     31

〃   75，0  31

〃  78．0  30
                184
”     81．0    30

22，5 76，5 31

〃  73，5 31
〃     81，0    30 ・

〃  78，0  31
〃      78．0     30

                182

〃  84，0 30
〃     80．5    31

23，0 80，0 30

〃  78，0 30
”     78，0    30

〃      80．5     30

                182
〃     76，5    31

”     82，5    31

〃  79，0 30
”   80．5

 以上テ総括スルニrモル7インニ整雌10瑚二社リテハ頚動脈血興1ハ注射後1分乃至1分30秒

ニシテ漸次著明ナル．上昇テ束シ，一・程度二上界セル後ハ波動的動揺ヲボシテ保持セラレ短時

間内二於テハ恢復ノ徴峻テ認メス．只1例（第4例）二社リテ注射後30秒ヨリ約40秒間軽度ノ

下降テ示セルモ直テニ上昇シ，之二件ヒテ肺動脈血躯モ亦上昇スルチ認メタルニ週キズ．

 肺動脈血壁ハ頚動脈血歴ト殆ド同時二上昇シ而モ決シテ下降スルガ知キナ見ス“．其ノ上昇

度ハ注射直前二比シ2．0粍（第4例及ビ第5例）乃至4，5粍（第6例）ニシテ頸動脈血塗二於ク

                           【工68】
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ル｝同棲持績的ナゾ．

 榑動数ハ注射後常二軽度ノ減少的傾向1テ赤シ殊二第5例二於チ著明ナルテ見ル．

              第三項大量（勤配20蟻）注射ノ場合

 算7鮒家兎番號第13號，髄重3040珂，♂（自〕．

 肺動脈血睡＾注射前18・5滝ナリシモ注射後1分20秒ニシテI軌5糖チ示シ，2分後ハ21刀粍，3分20秒後

ハ肌0総5分後ハ225進上昇シ，以後大鰻肌0粍昌シテ木塑二保持セヲレタリ．

鰯脈噸一蹴榊O師歪・2嚇ナ1シモ注射後・分2険シデ舳粍1ナリ，・分後一π0結，

3分20捗後ハ卿0粍二上昇シ・早後波動的動擦チ呈シテ97・5粍乃室105・5滝ノ間チ上下セリ．

                  第   七   表

時間 血屡（耗水銀・撞） 揮 動 籔 時間 血慶・備水一銀柱） 榑動藪
操作        ■

?齦b蒔毎一分時 分一秒
操作

分秒 肺動脈 頸動脈 肺動脈i鰯脈 毎一鯛1毎棚

0 18．5 46．5 31 40 22．O 97．5 29

10 〃 46．5 33 50 〃 100．O 29 1
20 〃 46．5 31 6．OO

エ92
22．5 99．O 30

30 〃 47．5 32 1O 22．O 97．5 30

40 〃 47．0 33 20 〃 100．O 30

50 〃 48．0 32 30 〃 102．O 31 180

1．OO 〃 4B．0 31 40 22．5 103．O 29

1O 〃 49．5 32 50 22．O 104．O 30

20 〃 49．5 32
192

7．00 〃 104．5 30

30 〃 50．5 33 1O 〃 104．5 30

40 ←穿刺 〃 52．5 32 20 〃 105．5 29

50 〃 52．5 32 ■ 30 〃 ユ02．5 31 178

2．00 〃 50．5 31 40 〃 99．5 29

10 〃 51．5 32 50 〃 96．O 29

20 〃 53．5 32 8，00 〃

187
エ0工，5 29

30 〃 52，5 30 10 〃 105．0 29

40 注射
〃 51．O 31 20 〃 iO1．O 29

50 〃 51．0 31 30 〃 10ユ、5 29 工74

3．00 19．0 52．O 31 40 〃 100．O 29

10 〃 57．5 30 50 〃 102．5 29

20 工9．5 60．0 30 9．oo

182
〃 エ00．0 29

30 22．O 67．0 30 10 〃 1OO．5 29

40 〃 73．5 30 20 〃 102．5 29

50 20．5 76．0 31 30 〃 104．5 29 工72

4．OO 21．O 77．O 30 40 〃 99，5 28

10 〃 プ9．5 31 50 〃 1OO．0 28

20 〃 85．O 30 1O．00
183

〃 1OO．5

30 21．5 86．5 31

40 〃 89．O 30

50 〃 94．O 31

5，00 〃 95．5 31

10 〃 98．5 30

20 22，O 99．O 30

100．0
180

30 〃 31

1時間
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 揮動数ハ注射前毎10砂時31乃至33，毎1分時192ナリシモ注射後漸次軽度ノ減少チ呈シ注射後第1分暗

二重可テハ187，第8分時二於テハユ72トナレリ。【第七蒙，第三圃参照】

 第8例．家兎番號第15號，髄重2720風，♂（自）．

 肺動脈血麗ハ注射前14・5耗乃至15・0粍ニシテ注射直郎1帥粍ナリシモ注射後1分30抄二於デ16．0粍，1

分50秒後山1τ5粍呈上昇，2分20砂ニシテユ9刀粍二達シ，3分20秒以後ハ18．5粍二保持セラ1ノタリ．

 頸動脈血麗ハ漣射前40．O粍乃至49．O粍ニシテ注射直前49・O粍ナリシガ澁射後漸次下降テ開始シ，30秒後

ハ4m粍ニシテ，爾後比較的急速二上昇テ來シ，1分20秒後昌シテ51．O粍二恢復シ更二1分30秒後59刀粍

二上昇シ，4分後二至リテハ62．0粍二上昇シ，以後波動的昇降チナシ60－0粍乃至73－0粍ノ間テ動揺セリ．

                  第   八   表

時岡 血屡（料水銀柱〕． 樽 動 藪 時間 血慶（料水銀柱） 樽 動 藪
操作

分秒 肺動脈 頚動I脈 毎一秒時＝毎一分暗 操作
分秒 肺動脈 頸動脈

       I

?齦b時毎一分時

O 14．5 46．5 37 40 18．5 57．5 36

10 15．O 48．5 37 50 〃 51．O 39
j

20 〃 40．O 37
225

6．00 〃 62．0 36

30 14，5 43．0 38 10 〃 60．5 37

40 〃 44．5 38 20 〃 69．5 37

50 49．O 38 30 65．5 36
221

〃 〃

1．OO 〃 48．5 37 40 〃 61．O 37

10 〃 47．5 37 50 〃 62．O 38

20 〃 47．5 38
226

7．OO 〃 63．0 36

30 15．O 45．5 38 10 〃 61．5 35

40 ←穿刺 〃 47．O 38 20 〃 63，5 38

50 47．5 38 30
221

〃 〃 60．5 38

2．OO 〃 49．O 37 40 〃 68．O 36

工O 〃 47．O 38 50 〃 6ユ．5 38

20 〃 45．O 39
235

8．OO 〃 64．5 37

30 澁射 〃 41．O 41 10 〃 65．0 38

40 〃 42．O 4ユ 20 〃 60．5 36

50 41．O 39 30 38
223

〃 〃 60．O

3．OO 〃 43．O’ 41 40 〃 67．O 37

10 〃 45．5 37 50 〃 73．0 37

20 15．5 51．O 38
226

9．OO 〃 72．0 35

30 16．O 59，O 35 10 〃 67．O 35
40 16．5 60．5 37 20 〃 67．O 35
50 17．5 59．5 38 30 67．O

218
〃 38

4．OO 〃 52．0 35 40 〃 63．5 37

1o ユ8．O 65．5 36 50 〃 72．5 38

20 19．0 59．O 37
220

10，OO 〃 66．5 36

30 18．5 53．O 37 10 〃 68．5 37

40 〃 62．5 36 20 〃 71．5 36
50 19．O 59．5 39 30 〃 65．O 36

5．OO 〃 56．5 37 40 〃 72．5

10 〃 54．5 36

20 18．5 57．5 39

30 〃 63．O 38
225
e

」操作

【η0】
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摺動数ハ注射前毎10砂時37乃至38，毎1分時225乃至226ナリシr…注射第1分時二於テハ健二増加シ短

10秒蒔37乃至41ヂ示シ1分蒔235。二至レリ．而・E第2分時ハ恢復シテ1分時226チ示シ，以後始ド鐘化ナ

ク健二軽微ナル減少的傾向テ示スニ過半ザリキ．【第八表】

 第g例．家兎番號第18號，髄重2610珂，♂（自〕．

肺動脈血屡ハ澁助前14・5粍ナリシモ注射後1分40砂ニシテ16・5粍二上昇シ，3分10秒後ハ17・O粍トナリ，

以後不義董二｛果塙1セラレタリ．

頚動脈血懸ハ注射前56－0粍乃至60・0粍ナリシモ注射後40紗ニシテ54・O粍トナリ軽度ノ下降テ示セルニE直

テニ恢復シ，1分後川57．5粍チ赤セリ。而シテ1分40秒後67．O粍二上昇シ，2分50秒後82・5粍テ示シ以後

第   九   表

時間 血駆（料水難）擁動教時間 1血歴（料水銀柱〕懐動数
分秒操作 x動脈i鰯脈毎一鯛：毎一分時｝紗操作1肺動脈鰯脈1毎一秒時1毎一分時

O 14．5 57．O ・・ 40 17．O 80．5 24

1O 〃 56．5 50 〃 83．O 23
j

20 〃 59．O 28 6．00 〃 85．O 24

30 27 1
164

〃 60，O 10 〃 83．O 23

40 〃 60．G 27 20 〃 82．0 22

28 i 22
136

50 〃 56．5 30 〃 86．0

1．00 〃 60．O 27 40 〃 79．O 23

10 〃 58．0 29 50 〃 77．0 22

20 〃 5910 26 7，OO 〃 80．5 22

30 26
164

←穿刺 〃 59．O 10 〃 81．O 22

40 〃 57．O 29 20 〃 80．5 23

27 23
134

50 〃 58．0 30 〃 83．O

2．OO 〃 61．0 27 40 〃 83．0 22

10 〃 58．5 28 50 〃 84．O 22

20 15．O 58，5 27 8．OO 〃 88．O 20

59．O 30
166

30 注射 〃 10 〃 85．O 24

40 〃 54．O 28 20 〃 86．O 24

26 76．5 20
129

50 〃 55，O 30 〃

3．00 〃 57．5 28 40 〃 77．0 19

1o 〃 57，5 32 50 〃 80．5 22

20 〃 60．0 30 9．OO 〃 80，0 22

30
175

30 〃 63．5 10 〃 71．O 19

40 16．5 67．O 28 20 〃 80．O 21

27 76．O 20
123

50 〃 70．5 30 〃

4．OO 〃 73．0 26    ； 40 〃 83．5 21

10 〃 71．5 24 1 50 〃 80．0 20

20 〃 74．5 26 1 10．OO 〃 76．0 20

80．O 24    1
150

30 〃 1O 〃 72．5

40 〃 78．0 25 一

50 〃 82．5 25 ！

5．00 〃 81．O 25

10 17．0 82．O 25

20 〃 8510 25
147

30 〃 84．O 25

【17リ
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71・0葦毛フ5…重88・O寿毛ノ岡チ滋勤自匂二重胴審セリ．

 揮動数ハ注射前ニハ毎工O秒蒔26乃至29，毎1分蛤I61乃郵64ナ，シ毛注射後輕凌ノ増畑チ赤シ，、第1分

時二於テハ164，第2分時175トナリシガ，以後ハ漸次減少ヂ星シ，第8秀暗二歪フテハ123チ示セリ．

【第九表】

 以上ノ成績テ纏括スルニ。，頸動脈血塗ハ注射後一適性二輕微ノ下降デ示ス場合モ注射後1

分20秒迄ニハ既二族復シテ更二上昇ヲ示シ，一程度二上昇後ハ波動的二上下シッ・上昇テ持

綾セリ．肺動脈血厘ハ頚動脈血塗ノ上昇二件ヒテ注射後1分30秒前後ヨリ上昇ラ來シ，2分

20秒乃至3分20秒後ニシテ最高位二達シ，以後頸動脈血魔ノ持続的上昇二件ヒ恢復セ元揮

動数ハ注射後2例（第8例及ピ第9例）二社リテバ微弱ナルー過性ノ増加テ示セルモ注射後第

2分時乃至第3分時二至リテ恢復シ英ノ後ハ寧口減少的傾向テ示セリ．叉他ノ1例（第7例）

               第   十   表

時間 呼   吸 時間 呼   吸
操作 操作 ・一

分秒 1籔 深慮（揮） 分秒 薮 深風粍）

O 21 4．0 10 3 3．O

10 20 5．O 20 3 2．5

20 22 5，5 30 4 4．5

30 26 5．O 40 4 3，0

40 27 5．O 50 3 3．5

50 22 5，5 6．OO 4 3．5

1．00 ←穿刺 20 4．0 10 3 4．0

1O 21 5．O 20 4 3．5

20 22 4．5 30 4 3．5

30 19 3．5 40 3 5．O

40 19 3．0 50 4 5．0

50 20 4．O 7．OO 4 4．5

2．00 19 4．5 ユ0 3 3．0

1O 19 4．O 20 4 3．O

20 20 4，O 30 4 4．O

30 澁射 16 4．0 40 3 5．O

40 ユ2 3．5 50 4 4．0

50 9 4－0 8．OO 4 4．O

3．00 9 3．5 10 3 4．5

1o 7 4．O 20 4 3．5

20 6 3．5 30 3 4．5

30 5 3．5 40 4 4．5

40 5 2．5 50 3 3．5

50 5 3．0 9．oo 4 4．5

4．OO 4 3．5 10 4 4，O

10 4 4，0 20 4 4．0

20 4 3．0 30 3 4．5

30 4 4．5 40 3 4．5

40 4 3．O 50 4 4．5

50 4 3．5 10．00 4．5

5．00 4 3．0
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二社リテハ増カ順テ見ズシテ最初ヨリ軽微ノ減少ヲナセリ．

 荷呼吸二關シテハ使用セルrモル7イン」少量，中等量，大量ノ何レノ場合二在リテモ殆ドー

同僕ノ鐘化ラ示セリ．因ツチ裁ニハ全部掲載ノ煩ヲ避ク前記例中更二減ジテ各項申1例宛テ

略記セントス。

 1．第一項第1例ノ場合．呼吸籔ハ注射前毎10秒時19乃至27，毎1分時138乃至121ナリシモ澁射後減少

チ開始シ1分後ハ10秒時gトナリ1分時95テ示シ，第2分時毎10秒時g乃至6トナリ更二減少シテ第4分

骨蒔ハ毎10秒時4乃至3ミ及ビ1分暗21二達シ，以後其ノ状態チ持瞭セリ．

 呼吸深座ハ注射前a0粍乃至5・5糖ナリシモ注射後第2分時ハ40粍乃至2．5粍トナサ輕虞ノ減少ヲ氷セシ

ガ・以後ハ寧口恢復チ赤シテ第5分暗二重リ3・5粍乃至5・0粍二達シ牛田・【第十豪．第‘固参照】

 2．第二項第4例ノ易含．呼吸藪ハ注射前毎10秒時g乃至10，毎1分時55乃至58ナリシモ，注射後1分

                 第 十 一 表

時 間

     操作
分 秒

呼    吸 時 間

籔   深度（粍） 分 秒
操作

呼    吸

藪1深度（粍）

O 10 5．O 10 6 2．5

10 9 4．5 20 5 2．5

20 9 5．0 30 5 3．0

30 9 4．5 40 5 3．5

40 9 4．5 50 4 2．5

50 9 4．O 6．OO 5 3．O

1．00 10 5．O 10 5 3．O

1O 9 4．O 20 5 2．5

20 1O 5，0 30 5 4．0

30 ←穿刺 9 4．5 40 5 4．O

40 10 4．O 50 5 3．5

50 10 4．O 7．00 5 3．5

2．00 9 4．O 1O 5 3．5

エ0 9 4．0 20・ 5 4．O

20 10 4．5 30 5 3．0

30 澁射 9 4．0 40 4 3．5

40 9 4，5 50 5 4．O

50 7 5．0 8．00 6 3．5

3．00 7 5．O 10 4 4．0

1O 5 4．0 20 5 4．O

20 6 3．5 30 5 3．5

30 6 3．0 40 5 4，O一

40 5 3．0 50 5 4．O

50 5 3．0 9．00 5 4．0

4．00 6 3．O 10 5 4．O

10 5 3．0 20 4 4．O

20 5 4．O 30 5 4．0

30 5 3．O 40 5 4．5

40 5 2．O 50 5 4．O

50 5 3．O 10，00 4．0

5．OO 5 2．5
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昌シテ10砂時7二減ツ1分時53トナリ，第2分時毎10抄鵬7乃至5チ示シ，第4分時毎10砂時6乃至4ニ

ヨ戯ジ15テロ缶30ニミ茎…シ， 以i麦典ノH犬重罠テイ呆寺寺セリ．

 呼吸深度ハ注射前ω粍乃至5刀粍ナリシモ注射後漸次減少シテ第2分時5・O粍乃至＆O粍，第3分暗ω

粍乃至ZO粍二至レリ．併シ以後ハ徐々二恢復シ，第8分時二重リテ4刀粍乃至4・5粍チ示セリ．【第十・表・

第二回参照】

 3．第三項第7例ノ場合．呼吸籔ハ注射的毎10砂時23乃至27，毎I分時141乃至149ナリシモ注射後速カ

ニ減少シ，1分後ハ10秒蒔7トナリ第1分時106チ示シ，第2分時，第3分時ハ呼吸著シク不規則トナリ，

短10秒時6乃至4，毎1分時30乃至33二1減ジ，第5分時ハ1分時29二蓬シ，以後書整テ見ザリキ。

 呼吸深度ハ澁射前3僻毛乃至9・O粍ニシテ金髄トシテ4・5粍乃至7・O粍ナリシr堆射後減少シテ第2分時7・5

粍乃至3・0粍，第3分時65粍乃至1・5粍ヂ示シ，以後英ノ状態チ持頼セリ【第十二表．第三回参照】

第 十 二 表

時 間

分秒
操 作

 0

10

20

30

40

50

i．00

 10

20

30

40 ←穿刺
50

2．00

10

20

30   澁助
40

50

3．00

 10

20

30

40

 50

4．00

 ユ0

 20

 30

 40

 50

5，00

呼    吸   時 間
    一   一    操 作
敷1深度（粍）j分秒

24

24

24

23

23

23

23

25

25

27

25

24

23

23

25

ユ8

10

7

6

4

5

4

5

6

6

6

4

6

5

6

6

6．5

6．5

7．0

3，0

4．5

8．0

7．0

7，0

7．5

8．0

7．0

5．5

9．0

．7．5

6．5

5．0

4．0

3．0

3．5

3．0

4．5

4．0

7．5

5．0

4．5

4．0

2．0

6．5

1．5

5．0

3．5

 10

 20

 30

 40

 50

6．O0

 10

 20

 30

 40

 50

7．O0

 10

 20

 30

 40

 50

8．00

 10

 20

 30

 40

 50

9．00

 10

 20

 30

 40

 50

10．OO

呼    吸

敷1深度（粍）

6

5

6

5

5

6

5

4

4

5

5

5

4

4

5

5

4

4

5

4

5

5

4

4

5

4

5

6

5

3．5

4．O

屯、0

4．0・

6．0

5．0

4．0

4．5

5．5

3．5

6．0

2，0

5．0

3．5

4．5

4．0

4．5

5．5

2．5

6．5

4．0

3．5

3，5

5．5

4．0

4．5

5，5

2．0

5．5

4．0
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 以上ノ如ク呼吸ハ常二著シク英ノ数ヲ減スルコト余ノ實験セル何1ノノrモルフィン」量二俵

リテモ同一ナリ。呼吸深度ハ注射後僅微ノ減少＝チ示セルモ徐々二恢復スルチ見タリ．師チ呼

吸数ノ減少テ認ムト離モ呼吸状態ノ促迫スルガ如キコトナク實験ノ全経過テ道ヒテ観察スル

モ實騒動物ハ極メテ安静ナル状態テ保持セリ．

第四章費験成績総括

 前章二於テハ崩醇テ施行セサル家兎ノ肺動脈血塗及ビ頸動脈血塗並二撞動数及ビ呼吸二対

スル「モル7イン」ノ作用二就辛其ノ實験成績テ記述シクリ．今之テ総括シ殊二葉ノ爾血塗二

及ボス「モル7イン」ノ量的關係並二足等爾血堅間ノ相互的關係二就ヰテ考察セント欲ス．

 1・頸動脈血塗頸動脈血塗ハ「モル7イン」ノ少量並二大量二体リテモ共二著明ナル上昇

テナシ，注射後ユ分30秒乃至4分ニシテ略々一定高度ノ血塗二達シタル後ハ共ノ溝上昇状態

テ保持シ，殊二中等量及ビ大量ノ場合二社リテハ上昇状態ハ波動的昇降デ示セリ．狗時ニハ

注射後第ユ分時二於テー過性ナル軽度ノ下降テナス事アルモ，上昇チ開始シ30秒乃至エ分工O

秒間ニシテ下降前壁二恢復1シ次ギテ更二上昇セリ．耐シテ比ノ下降度ハ注射直前ノ壁テ規準

トスル時ハ5．O粍乃至12．5粍ニシテ，之ラ注射前ノ経過中二於クル血魔動擦ノ最低時二比較

スル時ハ下降度IO．0粍テ最大トシテ他ハ2．5粍乃至3，5粍ニシテ1例二社リテハ郵ツチ注射

前ノ最低墜ヨリモ1．O料高シ．

 要之，頸動脈血塗ハ「モル7イン」二依リ常二上昇テナシ其ノ上昇ハ持横的ニシテ短時間内

ニハ恢復スルコトナシ．

 2．肺動脈血塗．肺動派血塗ハ實駿ノ全蟹過テ通ジテー般二実定ニシテ頸動脈血塗ノ如ク

著シギ動態デナサズ，從ツチ操作．止各種ノ影響チ強スルニ便ナリ．肺動脈血壁ハ少量：二体リ

テハ頚動派血璽ノ上昇スルニモ拘ラズ殆ド上昇セザルカ叉ハ健二上昇的傾向テ示スニ過ギ

ズー葉ノ程度ハ注射前二比シO．5粍乃至ユ．0粍ノ僅微ナル愛動二通ギヂルヲ見ル．而シテ之

ハ注射後2分IO抄乃至4分30秒ニシテ漸ク現ハレ英ノ後ハ持続的ニシテ實験範園内二於テハ

恢復1スルチ見ズ．中等量ノ場合二社リテハ頚動脈血璽止昇二件ヒテ英ノ上昇ラ示セリ．其ノ

上昇度ハ2．0滝ニシテ．1例二於テハ4．5粍二及ベリ．耐シテ1．0粍以上上昇スルハ注射後ユ分

乃至1分50秒ニシテ，以後ハ頚動派血璽上昇ト回シク持続的ナリ．大量ノ場合二社リテハ頚

動脈血塗ト共二羽カナル上昇ヲ星シ英ノ上昇度ハ2．5粍乃至生0粍ニシテ，L0粍以上ノ上昇

テ示スバ注射後工分20秒乃至1分40秒テ要シ，英ノ上昇状態ハ實験範園ノ時間内二於テハ恢

復ヲ見ヂリヰ．

 要之，肺動脈血塗ハ少量ノ「モルァイン」二依リテハ頚動脈血塗ノ上昇スルニモ拘ラズ影響

テ蒙ルコト極メテ僅徴ナルヂ見ル．耐モ中等最以止ノ「毛ルフイン」注射二体リテ明カナル血

駆ノ上昇テ陣ヒ，如何ナル場合二於デモ決シテ下降スルコトナク常二頸動脈血塗二件ヒテ上

昇シ、一端ヒ昇テ示スヤ該状態ヲ保持シ短時間内二於テ恢復スルチ見ザリキ．

 ζ榑動数．薄動数ハ少量ノ場合二於テハ影響ヲ蒙ルコト少ク大鎧二於テ不蟹テルモ，1例
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二社リテハ注射後軽度ノ勧11ヂ赤セルァリ．中等量二於テ始メテ軽度ノ減少テ示争，大量二

社リテモ等シク減少テ星シ，只2例二於テハ注射後第1分時乃至第2分時二於テー過性ノ摺

動数増加チ星シテ後軽度ノ減少テ示セルモノテ認メタリ．

 要之，薄動数ハ注射後ノ短時間内ニテハ影響ラ蒙ルコト僅微ト雲7ヲ得ベク，少量二社リ

テハ不整ナルカ叉ハ軽度ノ増加ヂ示シ，中等量以上二於テハ常二減少ヲ赤スコけ知リ得タ

リ．

 ↓呼吸．呼吸ハ少量，中等量，大量ノ何レノ場合二於デモ常二同一ノ鐘化テ星シクリ．

師チ呼吸藪ハ注射後1分ニシテ著シク減少テ開始シ，4分後ハ葉ノ減少状態テ持続スルヲ見

ルナリ．又呼吸深度ハ注射後暫時僕二減少シ呼吸ハ多少表在性トナルモ徐々二恢復ノ兆候ラ

示シ實験中チ通ジテ極メテ安静ナルヲ見ル．

第五章考  察

 前記ノ實験的成績二基ゾキ裁二之ガ考察デ試｛更二先進諸家ノ業績ト比較観察セ川欲

ス．本實駿ノ重要離ハ「モルフィン」二依リ頸動脈血塗ハ常二著明ナル持綬的上昇テ來シ，肺
  ■ ● ● ● ● ■ ● ●   ● ● ● ● ●  ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ○ ■ ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ●    ■

動脈血塗ハ少量ノ「モル7イン」二体リテハ殆ドビ昇セザルカ叉ハ軽度ノ上昇的傾向テ示スニ
● ● ● ● ● ● ■ ●   ● ●  ● ● ●   ● ● ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ● ○ ■ ■ ■ ■ ● ● ■ ■ ●  ■ ● ●  ● ● ■

週ギヅルモ，中等量以上ノ「モルフィン」二体リテ始メテ明カナル持縷的上昇テ示シ，而モ常
● ● ■ ■ ■    ■ ■ ● ● ● ■  ● ■ ■ ■ ●   ● ● ■ ● ■ ● ● ■ ●  ● ■ ■ ● ● ● ■ ■ ■ ■    ■ ■ ●

二頚動版血駆ト英ノ歩調テ共ニスルノ事費ナリ．然ラバ比ノ大循環系血塗ガ少量ノ「毛ルア
●  ● ● ● ● ■ ■ ■ ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ■

イン」二段リテモ既二著明ナル上昇テナスニモ拘ラズ同一量二社リテハ小循環系血塗ノ上昇

著明ナラサル継及ピー定量以ビニ蚕リテ始メテ明カナル上昇テ示ス事費ハ果シテ如何ナル機

韓二原因スルモノナルカテ考察セチルヘカラズ．

 頸動脈血塗二關シテハ既述セル如ク多タノ諸家ハ下降スト難モ余ノ賢験二際シテハ常二上

昇テ認メタリ．今上昇テ唱フル諸家ノ業績テ見ルニ㈹And眺sハ中楯的ナル迷走利軽刺戟

ト末梢的ナル陰性肋膜腔内壁ノ減少二俵ル刺戟トニ由來スル｝ナシ，（1ω端山異ハ「モル7イ

ン」注射ガ副腎交感利1経テ刺戟シテ「アドレナリン」ノ分泌テ激櫓セシムル事ト關聯セシメン

トスルモノ・如シ．l14〕May6r et Wiki等ハ呼吸健道三井ノ原因チ求メ，㈹小川氏モ之二賛

同シテ呼吸健迫ノ結果血中炭敢「ガス」ノ増大テ來シ依リテ以テ血管運動解経由糧テ刺戟スル

ニ依ルナラント推定セリ．然ルニ既一州7〕Cushny・nd Lieb等ハ「モル7イン」ノ血管内注

入二段リ著明ナル呼吸減少テ來セルモ筒数分間ハ血中炭酸「ガス」ハ殆ド不愛二止マリ，之ガ

増加テ來スバ罷二遅レテ現ハル・モノナルコトテ立讃セリー余ノ實験成績二於デモ注射後呼

吸促迫テ認メスシテ顯著ナル呼吸減少テ來セリト雛モ而そ…血塗ハ既二上昇テ開始シッ・アル

テ見ル．㈹Gant6・ハ臨床的二人］：肛門二就キ或ハX線ヂ利用シテ「モル7イン」ガ刺1経支

配テ異ニスル腸及ピ吸血管ノ緊張度テ共二昂進セシムルテ認メ，叉皮膚血管テ収縮スノレドナ

シ，之ヲ以テ「モル7イン」ハ自律櫛経二体ラスシテ直接平滑筋二作用ストナセリ．サレハ以

上ノ諸詮ヨリ考察スルモ頸動脈血歴上昇ハ呼吸減少二体ルト見ルコト能ハズ寧日「モル7イ

ン」ノ末補血管二対スル直接徴縮作用二麟スルチ安當ナランカト思惟ス．
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 肺血管二対スル「モルフィン」ノ作用二開シテハ既述ノ如ク〔17〕安部氏ハ肺動脈ヲ収縮スト

ナシ，U2，Luisadaハ肺小静脈ヲ牧縮ストナス．而シテー方肺血行ニハ氣管支筋ノ作用ヲ無

税スルコト能ハズ（7〕Einthov㎝ハ呼吸盤ノ上昇ヲ語メ．U9〕Dix㎝and Brodie，ω〕J・cks㎝，

U7〕安部氏等ハ索管支筋ノ収縮テ認メ，且此ノ際t了〕Ei・th・・en，（2τ〕J・・ks㎝等ハ頚動脈血歴ノ

下降テ實験セリ．熱ルニ｛20工Webcr，㈹Fedotow等ハ肺血管ノ接張テ認メ，工里6〕Tr㎝dc1㎝一

b山9，｛27｝Macht等ハ気管支筋ノ弛緩テ認メタリ．更二〔24〕BaehrundPick，（蝸〕金子氏寺

ハ「モルアイン」ノ肺血行二対スル無作刀コテ報告セリ，最近㈹宮城氏モ共ノ作用如何ヲ検討

セントシテ精密ナル實験テ爲セル結果同シク無作用ヲ読ヘタリー要之諸説紛々トシテー定

ノ麟趨ナ手ハ勿論個々ノ實験材料ト英ノ方法ノ相連二依ルコト多カランモ嬰克之レ「モル7

イン」ノ肺血管及ビ氣管支筋二対スル作用ノ産ダ微弱テルニ依ルモノト思惟スルコトテ得ベ

シ．印チrモル7イン」ノ肺血行二対スルー次的作用ハ余ノ實験成綾二徴スルモ茜ダ微弱ナ

リ．サレハ㈹G・nte・ノ平滑筋二轡スル：直接作用説テ共ノ儘1肺血行二迄推論スルニハ離リ

ニ大膿ナリト雲フ可ク，從ツチ余ノ實験ノ如ク其ノー定量以上二社リテ肺動脈血壁ノ明カナ

ル上昇チ認メ得タルハ之ガ解読テ他二求ムヘキテ妥営ナランカト思惟ス．

 肺血行ノ血管運動神経二開シテハ既二｛3日〕B…dfo・d and Do・11等ハ血管牧縮榔経ノ存在

ヲ主張シタルガ，反之側〕Di・㎝・nd趾。dr・等ハ共ノ存在テ否定セリ．而シテ諸家ノ報告

ラ見ルニ両説二分レテー定セチルガ如キモ，英ノ存在テ説7ル論者二社リテそ…大循環系ノ血

管運動榊経二比シ共ノ作用甚ダ僅薇ナリト云フ鮎二於テハ皆兵ノ見解テ回ジ7セリ．

 翻ツチ肺循環二於クル血行調節作用二開スル業績デ見ルニ，（41〕Lδwitハ腋毛細管或ハ肺

臓二特殊ノ低航装置ノ存在テ推定シ，㈹G・・b・rdtハ下行大動脈ノ墜迫ハ肺動脈血歴テ殆ド

上昇セシメサルカ，或ハ葉ノ上昇テ來サシムル場合二於デモ極メテ僅徴二通ギズト雄モ上行

大動脈テ墜道スル時ハ肺動脈二及ボス影響下行大動脈ノ場合二比シテ大ナル事ヲ認メパD

肋Witノ特殊抵航装置存在説テ否定シ，期タノ如キ場合殆ド肺動脈血歴ノ上昇テ見ザルハ肺

血管二異常ナル包容カノ存スルニ依ルモノナラント推定シクリ・㈹Str・ubハ肺静脈ヲ緕紮

或ハ墜迫シテ肺静脈ノ流出ヲ防グタル時右心室内壁ハ著シギ影響ラ蒙ルコトナク，肺動脈幹

ヲ嵌搾シタル時ハ著明ナル右心室内歴ノ上昇ゼルテ認メタリー然ルニ㈹Li・hthe1mハ甑二

大及ビ家兎二就ヰテ左肺動脈テ結紮スルニ肺動脈及ピ頸動脈二血座ノ鐘化テ球サザルモ，更

二進ミテ右肺ノー部二栓塞チ生ぜシムル方法テ以テ肺流血路テー暦狭縮ナラシムル時ハ，頚

動脈血歴ハ不蟹二止マルニ拘ラズ肺動脈血塗ハ著シギ．上昇テ球ヲ，途ニハ肺動脈血塗ノ盆々

上昇テ來スニ反シ却ツチ頸動脈血歴ノ下降ヲ來ス時期アルヲ實騎セリ．裁二於テ氏ハ肺動脈

テー部結紮スルモ其ノ残験部ハヨク正常ト同量ノ血液テ通過セシメ，期カル作用ハ襲饒部肺

血管内ノ血壁上昇二体リテ達セラレ，同時二血流速度テ糟カロセシメ血管壁テ接張セシムル二

基ヅクモノニシテ，蓬二一定ノ限界ヲ超過スル時ハ肺動脈血壁ハ上昇スルモ左心室二至ル流

血量ノ減少テ來シ爲メニ大動脈血壁ハ途二下降ヲ來スニ至ルト云ヘリ．㈹T1egerstedt又同

様ノ實験テナシ前者ノ読ヲ支持シ，㈹Gerba・dtモ家兎二就キナ左肺動脈ラ結紮シタルニ，
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英ノ瞬間頸動脈血慶ハー時的下降テ來セルモ直テニ結紮前ノ正常状態二復スルラ見タリ．更

二㈹Tiegerstedtハ左肺テ結紮シ上行大動脈ヨリ流出スル血量及ビ血歴ヲ測定シクルニ，

残存セル肺ハ略々通常時ト同量ノ血量テ左心室二輪途スル事テ實験シ’一側肪ノ嬢置セラル

・モ大循環系血歴一定不愛テルハ小循壌系二於ケル残饒部ガ狗コク嬢直前ト同様ノ血液量テ

通過セシムル故ナリト云ヘリ．㈱Ge・ha・dtモ亦前者ト同様ノ事費テ認メテ其ノ實駿テ支

持シ，㈹St・・ubモ亦左肺動脈テ結紮シテ英ノ際右心室内二於クル最高牧縮墜ノ殆ド不愛ナ

ルテ實験セリ．㈹Cohnheim md Litt㎝等八家兎血管内二「アニリン」青ヲ注入シタルニ肺

臓ノミハ他ノ臓器二於テ見ルカ如ク色素千等二分布セズ斑紋炊テ星スル事ヲ見，比等ハ之デ

以テ肺血管ノ生理的状態二荏リテハ流血スルモノト然ラザルモノトノ存スル事ヲ推定セリ．

更二㈹Tiegerstedtモ之二就キ實験テ行ヒ㈹Cohnheim㎜d Litt㎝等ノ賢験ト金クー致

セル結果テ得．㈹〕戸山氏ハ健康家兎ト實験的二肺循環障擬テ生ぜシメタル家兎二就キナ生

駿染色テナス時，後者二社リテハ前者二比シ肺臓ハ慈二音逓的二染色セルコけ組織學的二

立讃シ，此ノ場合染色セル肺毛細管ハ能動的機轄テ螢爲セルモノニシテ，不染色部ハ腋毛細

管ノ休息状態二社ルモノナラント推定セリ，更二八田氏ハ精密ナル實験テ企テ，左右肺動脈

ヲ分離結紮セル際二於ケル㈹胴働脈血塗，頸動脈血塗，名心室内歴，㈹呼吸及ビ〔51）血中

策酸瓦斯ノ愛化等ヲ究メ肺臓二於クル有カナル血行代償作用ラ認ムルト共二之ガ褒揮機轄並

二共ノ限度二就キナ解決ヲ輿へ，（52」方肺循環障擬ノ心臓二及ボス影響及ビ（舳氣胸ノ肺

動脈血塗二及ボス影響テ解シ以テ肺臓代償機能ノ實験的解決二賛セリ．

 期タノ如ク肺臓代償機能二關スル血行調節作用二就キナ見ルモ肺臓特殊ノ調節機轄テ有ス

ルモノト認ムヘキヲ要鴬ナランカト思考ス．芭ロチ本質二於テハ末檎血管二於ケル藥物ノ影響

モ肺臓内血管二於ケル夫レト同一ナルベキモノト思惟セラルベキニ，本實験威緕二於テ見ル

カ如ク両者間二於クル血管系統ノ同一築物二対スル影響二際シ英ノ闇二量的關係ノ差異ヲ認

ムヘキハ意義ナキニ非ザル可ク，裁二肺臓血管系統二於ケル代償機能ノ特異性ラ顧慮スルニ

於テハ爾血管系統二於クル同一築物ノ作用二於ケル量的差異テ説明シ得ルモノニ非ズヤト思

惟セラル．

第六車結   論

1．本賛1験ハ流酵テ施行セサル家兎二就キナ遂行セリ．

 2．頸動脈血塗ハ「モル7イン」二体リ著明ナル上昇テ來シ，且其ノ上昇ハ持綾的ニシテ注

射後ノ短時間内二於テハ決シテ恢褒セチルヲ見ル．時ニハ注射後一過性ノ軽度ノ下降テ來ス

モ暫時ニシテ再ビ上昇ス．

 3肺動脈血塗ハ少量ノ「モル7イン」二体リテハ殆ド影響テ受ケヂルカ叉ハ軽度ノ上昇的

傾向ラ見ルニ過ギザル㌔大量二際シテハ著明ナル影響テ受ク頸動版血塗ノ上昇二件ヒ明カ

ナル上昇テ示シ，且頸動脈血壁上昇ノ持糠的ナルト等シク短時間内二恢復セ犬

 4．期タノ師ク「モル7イン」ノ少量二段リテハ肺動脈血璽ノ上昇明カナラザルハ肺血管ノ
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血行代償作用二体ルモノト思惟セラ・ノ，大量二依リテ始メテ明カナル上昇テ見ルハ末梢血管

二於クルト同一ノ開係二到達セルニ至レルモノトー番、考・ピラル．
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